
2018.01 バリウム検査機器のリニューアル 

 ・バリウム検査機器を更改して、バリウム検査をリニューアルいたしました。 

 今までは検査台に横たわり、胃の上部から放射線で撮影した画像をベッド下部にある「ＩＩ

（アイアイ）」で画像にしていましたが、上記右図のように画像が丸く、歪がでていました。 

今回導入しました検診台は「ＦＰＤ」タイプで、画像を受け取る場所がフラットなパネル状に

なっており歪がなく画像も大きくなることから、使用する放射線量も低減することができ、受

診者の方にやさしい検査機器となっています。 


